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平成25年
夏 号社会福祉協議会だより
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福祉協力員を委嘱しました ………５
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うえのはらの福祉 ………………１０
善意をありがとう ………………１１

第９回
太陽のつどいを
開催しました！



社協だより（2）平成 25年夏号

平
成
25
年
4
月
か
ら
7
月
ま
で
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
回
理
事
会

○
開
催
日　
平
成
25
年
5
月
1
日

○ 

内
容　
社
会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
評
議
員
の
委
嘱
の
同

意
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
社
会
福
祉

法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
印

章
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

第
二
回
理
事
会

○
開
催
日　
平
成
25
年
5
月
28
日

○ 

内
容　
社
会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
副
会
長
及
び
会
長
職

務
代
理
者
の
選
任
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
評
議
員
の
委
嘱
の
同
意
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
社
会
福
祉
法
人
上

野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
社
会
福
祉

法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

般
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
研
修
に

つ
い
て

第
一
回
評
議
員
会

○
開
催
日　
平
成
25
年
5
月
28
日

○ 

内
容　
社
会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
の
選
任
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
社
会
福
祉
法
人
上

野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
社
会
福
祉

法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

般
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
研
修
に

つ
い
て

平
成
25
年
3
月
22
日
の
任
期
満
了
に

伴
う
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
改
選
が

さ
れ
ま
し
た
が
、
4
月
1
日
の
区
長
等

の
改
選
に
伴
い
、
新
た
な
役
員
に
残
任

期
間
の
委
嘱
が
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25

年
5
月
28
日
現
在
の
新
役
員
を
掲
載
し

ま
す
。

（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
民

児
協
と
省
略
し
ま
し
た
。）

○ 

理
事

奈
良　

明
彦
（
会
長 

学
識
経
験
者
）

山
口　

正
文
（
副
会
長 

市
・
上
野
原
地
区
民
児
協
会
長
）

大
神
田
光
司
（
副
会
長　

市
区
長
会
長
）

梶
原　

正
明
（
大
目
地
区
民
児
協
会
長
）

久
田
喜
久
雄
（
甲
東
地
区
民
児
協
会
長
）

小
俣　
　

晃
（
巌
地
区
民
児
協
会
長
）

市
川　

晴
一
（
大
鶴
地
区
民
児
協
会
長
）

井
本　

克
二
（
島
田
地
区
民
児
協
会
長
）

加
藤　

正
文
（
棡
原
地
区
民
児
協
会
長
）

舩
木　

光
好
（
西
原
地
区
民
児
協
会
長
）

落
合　

秀
光
（
秋
山
地
区
民
児
協
会
長
）

杉
本　

喜
重
（
秋
山
地
区
区
長
会
長
）

奈
良
田
文
夫
（
秋
山
地
区
区
長
会
副
会
長
）

関
戸　

将
夫
（
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
長
）

和
田　

正
樹
（
市
福
祉
保
健
部
長
）

○
監
事

上
條　

兵
武
（
社
会
福
祉
法
人
理
事
長
）

髙
橋　

善
得
（
税
理
士
）

○
評
議
員

一
ノ
宮
富
男
（
大
目
地
区
区
長
会
長
）

戸
田　
　

茂
（
甲
東
地
区
区
長
会
長
）

大
塚　

義
道
（
巌
地
区
区
長
会
長
）

安
藤
美
佐
雄
（
大
鶴
地
区
区
長
会
長
）

志
村　

安
男
（
島
田
地
区
区
長
会
長
）

井
上　

正
路
（
上
野
原
地
区
区
長
会
長
）

杉
本　

元
男
（
上
野
原
地
区
区
長
会
副
会
長
）

吉
村　

武
司
（
棡
原
地
区
区
長
会
長
）

理
事
会・評
議
員
会
開
催

理
事・監
事・評
議
員
の
改
選

夘
月　

正
次
（
西
原
地
区
区
長
会
長
）

安
留　

三
郎
（
秋
山
地
区
区
長
副
会
長
）

佐
藤　
　

茂
（
秋
山
地
区
区
長
副
会
長
）

羽
鳥　

靖
男
（
大
目
地
区
民
児
協
副
会
長
）

網
野　

秀
行
（
甲
東
地
区
民
児
協
副
会
長
）

加
藤　
　

広
（
巌
地
区
民
児
協
副
会
長
）

吉
房
紀
代
春
（
大
鶴
地
区
民
児
協
副
会
長

）

岩
本　

春
雄（
島
田
地
区
民
児
協
副
会
長
）

石
井　

隆
夫
（
上
野
原
地
区
民
児
協
副
会
長
）

木
下　

邦
男（
棡
原
地
区
民
児
協
副
会
長
）

奈
良　

建
男（
西
原
地
区
民
児
協
副
会
長
）

井
上　

清
榮（
秋
山
地
区
民
児
協
副
会
長
）

原
田　

祐
二
（
大
鶴
楽
生
園
園
長
）

宮
田　

和
則
（
市
立
病
院
医
事
課
長
）

加
藤　

欽
彌
（
上
野
原
保
護
区
保
護
司
会
長
）

加
藤　

重
義（
市
社
会
教
育
委
員
会
議
委
員
長
）

吉
村　

秀
昭
（
市
青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議
会
長
）

奈
良　
　

篤
（
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
）

堂
本　

隆
司
（
上
野
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
）

東
山　

邦
子
（
上
野
原
婦
人
会
長
）

佐
藤　

明
男
（
上
野
原
ハ
ー
ト
代
表
）

安
留
紀
久
子
（
市
愛
育
連
合
会
長
）

佐
藤　

孝
子（
秋
山
地
区
食
生
活
改
善
推
進
員
会
長
）

横
瀬　

礼
子（
上
野
原
認
知
症
家
族
の
会
副
会
長
）

山
口
き
よ
子（
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
副
会
長
）

長
田
み
ど
り（
心
身
不
自
由
児
者
を
守
る
父
母
の
会
副
会
長
）

梶
原
し
げ
子（
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
長
）

長
坂　

幸
夫
（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

安
留
富
美
子
（
秋
山
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
長
）

原
田　

保
正
（
秋
山
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
長
）

第 1回理事会の様子



社協だより（3） 平成 25年夏号

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
市
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
福
祉
活
動
推
進
事
業
、
地
域
福
祉

推
進
事
業
、
共
同
募
金
配
分
事
業
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
障
が
い
者
社

会
参
加
促
進
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

市
民
が
地
域
社
会
の
中
で
、
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
指
し
、
ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン
や
太
陽
の
つ
ど
い
、
地
区

敬
老
会
、
要
援
護
者
・
世
帯
の
安
否
確

認
な
ど
多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
て
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
か
つ
具
体
的
な
事
業
を
取
り

ま
と
め
た
「
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
第
二
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策

定
し
、
今
後
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
4
月
】

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
会
費
募
集

【
5
月
】

・
社
協
だ
よ
り
5
月
号
発
行

・
事
業
会
計
報
告

・
第
1
回
理
事
会

・
第
1
回
評
議
員
会

・
第
8
回
太
陽
の
つ
ど
い

【
6
月
】

・
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

・
3
市
村
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・ 

障
害
者
の
社
会
見
学
バ
ス
事
業
（
静
岡
方
面
）

・ 

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
費
助

成
（
9
地
区
）

・ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
費
助
成
（
16
団
体
）

【
7
月
】

・
3
市
村
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・ 

在
宅
障
が
い
児
の
夏
の
野
外
訓
練（
千
葉
方
面
）

・
夏
の
友
愛
訪
問
（
〜
8
月
）

【
8
月
】

・
社
協
だ
よ
り
8
月
号
発
行

・ 

社
会
福
祉
士
養
成
実
習
生
受
入
れ
（
〜
12
月
）

・
第
2
回
理
事
会

・ 

第
2
回
上
野
原
市
マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会

・
初
級
手
話
講
習
会
（
〜
10
月
）

・ 

母
子
父
子
家
庭
の
社
会
見
学
バ
ス（
千
葉
方
面
）

・
市
社
協
役
員
視
察
研
修（
群
馬
方
面
）

・
福
祉
協
力
員
代
表
者
会

・ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち

上
げ
運
営
訓
練

【
9
月
】

・ 

各
地
区
敬
老
会
（
〜
10
月
、
9
地
区

1
会
場
）

・
第
51
回
山
梨
県
老
人
福
祉
大
会

・ 

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
祭
り
（
富
士
河

口
湖
町
）

・
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク（
甲
府
）

【
10
月
】

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
（
〜
12
月
）

・
要
援
護
者
・
世
帯
ケ
ー
ス
調
査

・
第
3
回
理
事
会

・
第
2
回
評
議
員
会

・ 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
子
育
て・

障
が
い
者
サ
ロ
ン
代
表
者
会

・ 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
高
齢
者

サ
ロ
ン
代
表
者
会

【
11
月
】

・ 

上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
移
転

・
社
協
だ
よ
り
11
月
号
発
行

・
第
3
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

・ 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
き
が
い

バ
ス
（
東
京
方
面
）

・ 

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
甲
府
市
）

・
3
市
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
支
援
事
業

・
第
4
回
理
事
会

【
12
月
】

・
第
60
回
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会

・ 
市
内
在
宅
要
援
護
者
・
世
帯
の
歳
末

た
す
け
あ
い
友
愛
訪
問

・
歳
末
た
す
け
あ
い
施
設
訪
問

・ 

第
1
回
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

【
1
月
】

・
第
8
回
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

・
第
5
回
理
事
会

【
2
月
】

・
社
協
だ
よ
り
2
月
号
発
行

・
3
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
対
抗
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
（
都
留
市
）

・ 

山
梨
県
高
齢
者
作
品
展
東
部
地
域
高

齢
者
作
品
展

【
3
月
】

・
第
8
回
上
野
原
市
社
会
福
祉
大
会

・ 

第
2
回
、
第
3
回
地
域
福
祉
活
動
計

画
策
定
委
員
会

・
福
祉
作
品
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行

・
第
8
回
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

・
第
6
回
理
事
会

・
第
3
回
評
議
員
会

・
在
宅
障
が
い
児
の
春
の
野
外
訓
練

【
通
年
】

・ 

指
定
管
理
者
制
度
管
理
運
営
事
業

　
（
秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
善
意
銀
行
事
業

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
障
が
い
児
者
社
会
参
加
促
進
事
業

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

・
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
事
業

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
訪
問
介
護
等
事
業

・
秋
山
通
所
介
護
事
業

・
障
害
者
居
宅
介
護
事
業

・
社
協
バ
ス
管
理
運
行
事
業

平
成
24
年
度
事
業
報
告第 3回ボランティアまつりの様子



社協だより（4）平成 25年夏号

■貸借対照表 ■財産目録
平成 25年 3月 31 日 現在　単位 : 円 平成 25年 3月 31 日 現在　単位 : 円

勘 定 科 目 金　額 勘 定 科 目 金額

流動資産 55,487,423 流動負債 4,203,324

　現　金 100,000 　未払金 4,015,130

　預貯金 51,666,320 　預り金 188,194

　未収金 3,721,103 固定負債 13,423,940

　仮払金 0 　退職給与引当金 13,423,940

固定資産 46,925,826

基本財産 2,000,000 負債の部合計 17,627,264

　基本財産特定預金 2,000,000

その他の固定資産 44,925,826 基本金 2,000,000

　構築物 0 　基本金 2,000,000

　車両運搬具 4,237,301 基　金 20,000,000

　器具及び備品 253,154 　福祉基金 20,000,000

　社会福祉金庫貸付金 728,000 秋山地区地域づくり
活 動 支 援 基 金 0

長期預け金 13,560 国 庫 補 助 金 等
特 別 積 立 金 3,300,000

　退職共済預け金 13,994,730 国 庫 補 助 金 等
特 別 積 立 金 3,300,000

　福祉基金積立預金 20,000,000 その他の積立金 5,699,081

秋山地域づくり活動
支援基金積立預金 0 秋山地域づくり

基金運用益積立金 0

秋山地域づくり基金
運 用 益 積 立 預 金 0 財政調整積立金 5,699,081

財政調整積立預金 5,699,081 次 期 繰 越 活 動 
収 支 差 額 53,786,904

前期繰越活動収支差額
( うち前期繰越 ) 57,088,900

当期活動収支差額 
( うち当期利益 ) -26,583,768

純資産の部合計 84,785,985

資産の部合計 102,413,249 負債及び純資産の部
合計 102,413,249

資 産 ・ 負 債 の 内 訳 金 　額

1. 資産の部

1. 流動資産

現金 100,000
預貯金 51,666,320
未収金 3,721,103
貯蔵品 0
立替金 0
前払金 0
仮払金 0

流動資産合計 55,487,423

2. 固定資産

（1）基本財産

基本財産特定預金 2,000,000
基本財産合計 2,000,000

（2）その他の固定資産

構築物 0
車両運搬具 4,237,301
器具及び備品 253,154
社会福祉金庫貸付金 728,000
長期預け金 13,560
退職共済預け金 13,994,730
福祉基金積立預金 20,000,000
秋山地域づくり活動
支援基金積立預金 0

秋山地域づくり基金
運用益積立預金 0

財政調整積立預金 5,699,081
その他の固定資産合計 44,925,826

固定資産合計 46,925,826

    資 産 合 計 102,413,249

2. 負債の部

1. 流動負債

未払金 4,015,130
預り金 188,194

流動負債合計 4,203,324

2. 固定負債

退職給与引当金 13,423,940
固定負債合計 13,423,940

   負債合計 17,627,264

   差引純資産 84,785,985

収入合計
87,261

支出合計
113,541

人件費
52,155
46%

事業費
49,764
44%

補助金
26,775
31%

介護保険
21,727
25%

受託金
18,538
21%

共同募金配分金
事業費
5,429
5%

自立支援費等
2,817
3%

共同募金配分金
5,429
6%

事務費
3,321
3%

寄附金
1,749
2%

助成金
2,872
2%

会費
7,586
9%

その他
2,640
3%

平成24年度一般会計資金収支決算（単位：千円）
収入 支出



社協だより（5） 平成 25年夏号

６
月
１
日
に
市
文
化
ホ
ー
ル
内
会
議

室
で
福
祉
協
力
員
の
委
嘱
式
並
び
に
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
祉
協
力
員
は
身
近
な
地
域
で
の

様
々
な
福
祉
問
題
に
対
し
て
、
区
長
や

民
生
委
員
児
童
委
員
、
各
種
団
体
な
ど

と
連
携
を
取
り
、
地
域
住
民
が
住
み
慣

れ
た
家
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
目

的
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
式
の
後
、
研
修
会
と
し
て
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
か
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
い
て
や
福
祉
協
力
員
の

活
動
に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
福
祉
協
力
員
に
求
め
ら

れ
る
活
動
と
し
て
、
地
域
の
見
守
り
・

声
か
け
活
動
と
災
害
時
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
・
運
営

へ
の
協
力
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
な

ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

◇
福
祉
協
力
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
々

（
○
は
地
区
会
長
）

【
大
目
地
区
】

○
上
條
忠
好（
花
坂
）大
神
田
良
行（
西

大
野
）
梶
原
康
正
（
高
橋
）
奥
秋
仁
美

（
矢
坪
）

【
甲
東
地
区
】

安
藤
健
次
（
芦
垣
）
輕
沢
祥
文
（
和
見
）

小
俣
巳
都
留（
瀬
渕
）○
和
智
信
勝（
東

区
）富
田
勇（
西
区
）織
田
隆
義（
棚
頭
）

井
波
清
史
（
荻
野
）
溝
呂
木
譲
二
（
野

田
尻
）

【
巌
地
区
】

古
家
文
子
（
中
山
・
大
椚
）
○
市
川
幸

子
（
八
ッ
沢
）
大
神
田
直
樹
（
松
留
）

加
藤
暁
子
（
久
保
）
志
村
富
美
子
（
川

合
）
久
島
恵
子
（
千
足
）
小
俣
享
子
（
杖

突
・
栃
穴
）
中
込
雄
二
（
コ
モ
ア
し
お

つ
一
丁
目
）
北
折
志
保
（
コ
モ
ア
し
お

つ
二
丁
目
）
原
田
卓
久
（
コ
モ
ア
し
お

つ
三
丁
目
）

【
大
鶴
地
区
】

小
澤
悦
子
（
鶴
川
）
○
安
藤
恵
美
子

（
上
野
山
）
尾
形
み
ち
子
（
大
椚
）
市

川
二
三
子
（
日
野
）
黒
部
好
男
（
大
倉
）

小
俣
定
代（
大
曽
根
）冨
塚
十
十
里（
大

曽
根
陽
光
台
）
臼
井
律
子
（
小
倉
）

【
島
田
地
区
】

網
野
博
史（
上
新
田
）○
幡
野
義
政（
中

新
田
）塚
本
和
徳（
下
新
田
）下
山
亨（
駒

門
）
梶
原
隆
二
（
西
区
）
小
俣
君
代
（
南

区
）
池
谷
明
（
東
区
）
木
口
文
江
（
田

野
入
）

【
上
野
原
地
区
】

木
下
登
（
諏
訪
）
山
﨑
佳
子
（
新
町
一

丁
目
）山
下
久
子（
羽
佐
間
）橋
本
覚（
小

沢
）
○
横
瀬
礼
子
（
西
シ
原
）
山
下
敬

子
（
新
井
）
島
田
登
美
子
（
山
風
呂
・

向
風
）
荒
井
忍
（
奈
須
部
）
小
山
稔
（
小

沢
東
団
地
）

【
棡
原
地
区
】

秦
野
美
佐
江
（
用
竹
）
石
井
安
則
（
小

伏
）
○
岡
部
美
耶
子
（
椿
）
白
鳥
美
智

子
（
猪
丸
）
長
田
修
（
日
原
）
城
戸
美

智
子
（
大
垣
外
）

【
西
原
】

中
山
正
子
（
初
戸
）
長
田
國
子
（
藤
尾
）

舩
木
と
も
江
（
田
和
上
平
）
降
矢
さ
よ

み
（
川
通
）
降
矢
文
子
（
扁
盃
下
城
）

細
川
ま
り
子
（
郷
原
）
○
武
原
由
喜
子

（
原
）
奈
良
朝
美
（
飯
尾
）

【
秋
山
】

藤
本
誠
（
無
生
野
）
佐
藤
頼
重
（
浜
沢
）

原
田
富
士
夫
（
原
）
杉
本
国
春
（
尾
崎
）

久
嶋
勝
（
寺
下
）
加
藤
泰
長
（
板
崎
）

杉
本
福
正（
遠
所
）○
安
留
春
雄（
大
地
）

原
田
頼
久
（
栗
谷
）

加
藤
石
雄
（
中
野
）

関
戸
政
弘
（
神
野
）

佐
藤
健
次
（
小
和
田
）

原
田
菊
男
（
古
福
志
）

平
賀
政
光
（
桜
井
）

原
田
市
男
（
富
岡
）

原
田
な
ら
子

（
一
古
沢
・
金
山
）

佐
藤
忠
正
（
安
寺
沢
）

委嘱式の様子

研修会の様子

平
成　
・　
年
度
福
祉
協
力
員

25
26

委
嘱
式
並
び
に
研
修
会



社協だより（6）平成 25年夏号

5
月
18
日
に
上
野
原
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
9
回
太
陽
の
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
素
晴
ら
し
い
天
候
の
中
、

1
，１
５
０
名
も
の
多
く
の
人
が
参
加

し
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
は

じ
め
、
福
祉
団
体
に
よ
る
販
売
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
多
く
の
企
業
や
団

体
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
昼
食
の
と
ん
汁
が
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
。」「
参
加
者
の
笑

顔
が
素
敵
だ
っ
た
。
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
。」「
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
良

か
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

6
月
25
日
に
市
内
に
住
む
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
が
い
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
上
野
原
市
み
ん
な
で

支
え
る
地
域
福
祉
推
進
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
上
野
原
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

実
施
し
、当
日
は
１
１
８
名
が
参
加
し
、

足
利
学
校
と
桐
生
織
物
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
足
利
学
校
で
は
日
本
最
古

の
学
校
を
見
学
し
歴
史
・
文
化
を
学
び
、

ま
た
、
桐
生
織
物
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
ン

カ
チ
藍
染
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
い
つ
も
ひ
と
り

で
食
事
を
し
て
い
る
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
と
食
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」「
初

め
て
藍
染
体
験
を
し
た
が
、
楽
し
か
っ

た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

上
野
原
市
内
在
住
の
障
が
い
児
・
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
交
流
の
場
と

し
て
、
ま
た
運
動
不
足
の
解
消
、
療
育

を
目
的
に
、
上
野
原
市
み
ん
な
で
支
え

る
地
域
福
祉
推
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
障
が
い
児
・
者
の
社
会
参
加
促
進

事
業
「
す
て
っ
ぷ
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。太

陽
の
つ
ど
い
で
の
「
み
ん
な
で
ダ

ン
ス
」
の
ダ
ン
ス
指
導
で
も
お
な
じ
み

の
浜
田
純
一
先
生
（
お
気
軽
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
代
表
）
の
指
導
の
も
と
、
楽

し
く
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
連
絡
先
】

　

 

社
会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
電
話
63

-

０
０
０
２

本
年
度
も
、
市
内
在
住
の
母
子
父
子

家
庭
及
び
寡
婦
の
方
々
を
対
象
と
し
た

社
会
見
学
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
用

紙
に
ご
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て

母
子
寡
婦
連
合
会
役
員
ま
た
は
上
野
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
募

集
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
行
き
先
】

千
葉
県
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

【
実
施
日
】

平
成
25
年
8
月
17
日
（
土
）

【
募
集
期
間
】

平
成
25
年
8
月
5
日
（
月
）
〜

8
月
12
日
（
月
）
正
午
ま
で

【
定
員
】

60
名

【
参
加
費
】

ひ
と
り

1
，０
０
０
円

太
陽
の
つ
ど
い

太
陽
の
つ
ど
い

太
陽
の
つ
ど
い

太
陽
の
つ
ど
い

太
陽
の
つ
ど
い

第
９
回

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

生
き
が
い
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

障
が
い
児
・
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業

「
す
て
っ
ぷ
」参
加
者
募
集
！

平
成
25
年
度

平平
成成
22
年
度
年
度
年
度
年
度

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
父
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

母
子
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日 程 表
8 月 14日（水） 24日（土）
9月 11日（水） 14日（土）
10月 5日（土） 9日（水）
11月 13日（水） 23日（土）
12月 11日（水） 21日（土）
1月 8日（水） 25日（土）
2月 5日（水） 15日（土）
3月 11日（水） 22日（土）
会場は市文化ホール会議室 2
水曜日は 15：30～ 17：00
土曜日は 10：00～ 11：30

「みんなでダンス」の様子

ハンカチの藍染体験をする参加者
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ボランティアの広場

今回ご紹介するボランティアグループは、「大鶴
つくしの会」です。
設立は昭和 62 年、大鶴内の 7 地区からそれぞ

れ 5 ～ 6 人の会員で構成され、現在 41 名の方が
所属されています。
主な活動内容としては、市内の行事の協力をは

じめ、各地域の清掃、敬老会・老人会の総会の
協力など、幅広く活動されています。
6月には、市内のデイサービス「やすらぎ荘」の

利用者の買い物の付き添いのボランティアを行いま
した。代表の吉田タミ子さんは「みなさんに喜んで
いただけた。」と嬉しそうにおっしゃっていました。

この写真は昨年行った鶴川宿の清掃
作業の様子です。
こうした住民の主体的な活動によっ
て、私たちの住む町はより暮らしやす
いものとなっていくんですね！

大鶴つくしの会

～ボランティアグループ紹介～

夏の福祉体験参加者募集！

＜日時＞
平成 25 年 8 月 9日（金）
午前 10 時～午後 2 時

＜参加費＞
300 円（昼食代として）

＜申込み締切日＞
平成 25 年 8 月 8日（木）
午後 5 時まで

＜申込み先＞
上野原市社会福祉協議会事務局
　電話 63-0002

＜場所＞
上野原市文化ホール内

＜参加対象者＞
小学 4 年生以上の福祉に
関心がある小中学生及び
高校生
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７月３日に丹波山村レクレーション
広場において、上野原市、小菅村、
丹波山村の高齢者がグラウンドゴルフ
を通じていきいきとした心身を育み、
地域の連携と相互の親睦を目的とした
３市村グラウンドゴルフ大会が開催さ
れました。当日は１０チームが出場し、
選手同士が交流を深めながら、グラウ
ンドゴルフを楽しんでいました。
なお、大会の結果は次のとおりとな

りました。優勝したコモアＡチームは
１１月に開催される山梨県老人クラブ
連合会グラウンドゴルフ大会に出場す
ることとなりました。
【優　勝】コモアＡチーム
【準優勝】島田桂生会Ａチーム
【第 ３ 位】コモアＣチーム

３市村グラウンドゴルフ大会

楽しみながら真剣にプレーする選手たち

上野原市老人クラブ連合会では各単位クラブの皆様を結ぶ
冊子として、毎年老人会誌「むろがや」を発行しております。
各クラブの活動、ご自身の体験談、随想、詩、短歌、川柳な
どを掲載しております。多くの会員の皆様の作品をお待ちして
います。

むろがや原稿募集

【対 象 者】 老人クラブ会員
【募集期間】 平成２５年６月～平成２５年１１月末日
【応募方法】 各単位クラブの会長または
 上野原市老人クラブ連合会事務局（上野原市社会福祉協議会）
【募集内容】 ・創作　詩　研究　随想　体験記
 　思い出の記　意見　感想など（一人一点）
 ・短歌　俳句　川柳　（一人五点以内）
【字　　数】 原則として８００字～１０００字以内とし超える場合はお知らせください。
【原稿用紙】  各単位クラブ会長を通し配布または上野原市老人クラブ連合会事務局まで

お問い合わせ下さい。
【出版予定】 平成２６年３月予定
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市 老 連 だ よ り
平成２５年６月６日（木）から６月１０（月）

までの５日間、甲府市山交百貨店で山梨県シル
バー作品展が行われ、当市から８作品が出展さ
れました。
なお、久保鈴江さんの作品「ふるさとは今・・・」
が工芸の部最優秀作品賞に選ばれました。
久保さんの作品については、１０月に開催され

ます「第２６回全国健康福祉祭高知大会」に山
梨県代表作品として出展されることとなりました。
また、写真の部では行田敏雄さん、菊池和夫
さんの作品が金賞・銀賞に選ばれました。

６月２７日に甲府市小瀬スポーツ公園にて、健
康づくりリーダー研修会が開催されました。
この事業は、高齢者が元気でいきいきと生活
するため、仲間とともに気軽に行える健康づくり
事業やスポーツ活動に取り組む地域の健康づくり
リーダーの養成を目的として実施され、沢松親和
会が参加しました。
当日は、スポーツ吹き矢式呼吸法による健康効
果や基本動作を楽しく学びました。

健康づくりリーダー研修会

山梨県シルバー作品展

最優秀作品賞の久保鈴江さんの作品

６月１９日に上野原市桂川少年野球場で上野原
市・丹波山村・小菅村高齢者交流ゲートボール
大会が開催されました。
この大会は３市村の高齢者がゲートボールを通

じて、健康の増進と親睦を図るとともに、９月に開
催されるいきいき山梨ねんりんピックの予選会を兼
ねて開催され、８チームが出場しました。
大会の結果は次のとおりです。
【優　勝】小菅チーム
【準優勝】島田ゲートボール愛好会
【第 ３ 位】新一チーム

３市村交流ゲートボール大会

日頃の練習の成果を発揮する選手たち

スポーツ吹き矢を学ぶ参加者



うえのはらの福祉
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仲間川のほとりの閑静な自然の中にある大鶴楽生園は、老人
福祉法の理念に基づき、環境上の理由及び経済的理由により、
居宅において養護を受けることが困難な65 歳以上の方が入所
し、養護を受けるとともに、その方が自立した生活を営み、社会活動に参加するために必要な指導
及び訓練その他の援助を受けることを目的としている養護老人ホームです。
大鶴楽生園は、昭和 27 年に大鶴村立養老施設大鶴楽生園として設立され、現在は山梨県東
部広域連合大鶴楽生園として運営されています。
現在、49名の入所者が生活しており、入所者は、正月、節句、お盆、クリマス会などには特別

な食事をしてお祝いし、歌ったり踊ったりして楽しんでいます。また行楽地などの日帰り旅行を春、
秋の年 2回開催したり、ボランティアによる慰問が行われ、明るく健康な老後の生きがい探求に努
めています。

長くサラリーマン生活を送ってきたシニア世代の男性にとって、定年退職
後の毎日をどう過ごすかは切実な問題です。
上野原市の場合、市外に勤務している人が多く、日々の生活が職場中心

から地域へと移行する退職後をどう過ごすかは大きなテーマであります。男
性高齢者世代の経験や技術は貴重な社会資源であり、地域福祉の担い手と
して、退職後の男性を対象にしたサロン活動を展開していこうと考えています。
そのような中、上野原地区新町一丁目で「おとうさんクラブ」が発足しました。この団体は、定

年退職後の男性の社会参画と親睦を図ることを目的に、参加
者の趣味や特技を活かした活動が計画されています。
このような活動に興味や関心がある方は、お気軽にお問い合
わせください。

大鶴楽生園大鶴楽生園大鶴楽生園福祉施設に
行ってみよう！

男性の居場所づくり教 え て
福祉のこと

【お問い合わせ先】
社会福祉法人上野原市社会福祉協議会

電話　63－0002おとうさんクラブ発足会の様子

【施設概要】
施設名 山梨県東部広域連合
 大鶴楽生園
住　所 〒409－0138
 山梨県上野原市
 大倉 30 番地
電 話 0554－63－0971
F A X 0554－63－4004お花見会の様子 クリスマス会の様子
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社協だより（11） 平成 25年夏号

佐藤佳弘 100,000円
上野原小学校同窓だるま会 38,834円
鷹取素子 10,137円
福前健康体操　代表　福前幸子
  200,000円
絆カラオケ愛好会　代表　田島征夫
  50,000円
上野原老人囲碁愛好会 10,000円
寿カラオケ愛好会　佐藤あけみ 15,290円
匿名  1,240円
匿名  10,000円
上野原市アマチュアゴルフ選手権大会
参加者一同 70,500円
上野原平和観音祭典委員会
芋大明神奉賛会 50,000円
上野原ふるさと自然観察会 20,000円
㈲戸田工務店　戸栄会　ミセス戸栄会
  30,000円
㈲花光祭典 50,000円
㈲ウエマツ 10,000円

《指定寄附金》
匿名  5,000円

☆古切手
　 石井元康・京子、和智治子、佐々木房子、重
森武夫、杉本和恵、上野原福祉作業所、岡
嶋安次、坂本久子、レクダンス姫女苑、水越
辰巳、コモアふれあい広場、野路芳勇、奈須
部ふれあいいきいきサロン、阿部徳子、原島
正子、前沢悠紀子、秋山保育所、佐藤路江、
匿名3件

☆使用済みカード
　 石井元康・京子

☆ペットボトルキャップ
　 にしばら錦会、サンメンバーズカントリーク
ラブ、細田好美、氏家工業、正法寺、臼井淑
子、佐々木房子、社協広域サロン、（故）尾
形朝子、上野原市立病院、寿カラオケ愛好
会、オリジン東秀、岡嶋安次、宮沢貞之、志
村髙雄、長田初枝、富士急山梨バス、コモア
ふれあい広場、奈須部ふれあいいきいきサロ
ン、遠藤住設、トータルビューティーサロン
TIARA、細田之男、阿部徳子、新一育成会、
大地はればれサロン、秦慶広、明治安田生
命、秋山保育所、大庭竹子、上野原福祉作
業所、和智玲音・心愛、そば処秋山、桑原種
子、匿名6件

ペットボトルキャップ
こんなに集まりました!!

累計個数 60,630個
ワクチン 75人分
累計削減CO2 444㎏

ありがとうございました。

ご協力ありがとう（敬称略）善意をありがとう（敬称略）

☆物品
・  将棋盤2枚 舩木次雄
《指定物品》
＊社会福祉協議会へ＊
・ 未使用切手（130円） 阿部徳子

《平成25年4月3日～6月25日まで》《平成25年4月2日～6月28日まで》

皆様のご支援に感謝します！
　平成 25 年度社協会費へのご協力ありがとうございます。今年度は、
7,201 世帯が一般会員に、賛助会員には 121 名、そして特別会員に 14
団体と多くの皆様にご賛同をいただきまして、会員になっていただきま
した。賛助会員・特別会員につきましては、引き続き募集していますの
でご協力をお願いします。



今年も赤い羽根共同募金運動が 10月1日より全国一斉に行わ
れます。
当市では、10月1日に上野原駅と四方津駅で街頭募金キャン
ペーンを実施予定しておりますのでご理解とご協力をお願いします。
毎年多くの皆様にご協力をいただいて集められました募金は、山

梨県共同募金会に送られその後私達の地域や福祉施設などに役立
てられています。
ひとり、ひとりのやさしさが、地域を支えています。今年も皆様
のご理解とご協力をお願いします。 去年の街頭募金活動の様子

社協だより（12）平成 25年夏号

この社協だよりは、
赤い羽根共同募金
配分金により

発行されています！

共同募金会上野原市支会だより
赤い羽根共同募金運動のお知らせ

共同募金の使われ方をご存じですか？

上野原市の福祉へ

事務局通信事務局通信

社協だよりについて、
ご意見やご感想をお寄せ
ください。

上野原市の施設へ

＊家庭募金 各家庭からご協力をいただいている募金です。
＊街頭募金  毎年 10月1日に上野原駅・四方津駅で行っている街頭

募金やスーパー公正屋で行っている街頭募金です。
＊大口募金 市内の企業等にご協力をいただいている募金です。
　事業所募金
＊職場募金  市内の企業職員や市役所職員、市議会議員の皆様等に

ご協力をいただいている募金です。
＊学校募金 市内の小・中学校にご協力をいただいている募金です。

・市社会福祉大会、太陽のつどい事業開催
・ふれあいいきいきサロン、ボランティア等への助成
・ふれあい広場助成他

ふれあいいきいきサロン 太陽のつどい 泉ホーム 上野原福祉作業所

・施設整備事業
（泉ホーム、上野原福祉作業所）


